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山
武
市
と
同
額
の
金
額
と
し
た
。

●
議
案
第
37
号

問　

大
網
中
学
校
の
旧
給
食
調
理
室

の
解
体
工
事
は
、
施
設
の
面
積
と
比

較
す
る
と
、
金
額
が
高
い
の
で
は
な

い
か
。ま
た
、工
事
の
詳
細
な
内
容
は
。

答　

施
設
は
鉄
骨
平
屋
建
て
で
面
積

１
０
２
㎡
。
全
体
工
事
費
用
の
う
ち
、

３
割
ほ
ど
が
解
体
工
事
に
か
か
る
経

費
で
あ
り
、
そ
の
他
、
３
割
強
が
既

存
の
校
舎
接
続
部
分
の
改
修
工
事
、

２
割
強
が
整
地
工
事
、
１
割
ほ
ど
が

排
水
改
修
工
事
に
か
か
る
見
込
み
で

あ
る
。

主
な
意
見

●
（
29
）
陳
情
第
13
号

　

平
成
29
年
12
月
12
日
に
開
催
し
た

委
員
会
で
は
、「
税
金
で
あ
る
以
上
、

め
の
理
由
が
幅
広
く
な
る
。

●
議
案
第
24
号

問　

人
間
ド
ッ
ク
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
胃
の
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
人
は
料
金
が
上
が
る
と
い

う
こ
と
か
。

答　

基
本
料
金
は
、
半
日
ド
ッ
ク
の

場
合
で
、
２
，
１
６
０
円
上
が
る
。

新
料
金
は
、
胃
の
内
視
鏡
検
査
を
含

ん
で
お
り
、
他
の
医
療
機
関
と
比
べ

て
も
、
利
用
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
料
金
と
考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
28
号

問　

介
護
保
険
料
の
段
階
区
分
の
見

直
し
は
本
市
独
自
で
決
め
た
も
の
か
。

ま
た
、
保
険
料
値
上
げ
の
根
拠
は
。

答　

国
の
基
準
よ
り
も
本
市
は
優
し

い
基
準
と
し
、
所
得
が
低
く
な
る
に

応
じ
て
、
保
険
料
率
を
下
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
０
円
上
げ

　

３
月
１
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
、

陳
情
３
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
21
号
、
議
案
第
37
号
は
原

案
可
決
。

　
（
29
）
陳
情
第
13
号
、陳
情
第
２
号
、

陳
情
第
３
号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
21
号

問　

新
た
に
設
置
す
る
、
児
童
扶
養

手
当
障
害
認
定
医
の
報
酬
額
は
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
定
め
た
の
か
。

答　

認
定
医
を
山
武
郡
市
医
師
会
に

依
頼
し
て
、
任
命
す
る
と
い
う
関
係

が
あ
る
た
め
、
報
酬
額
は
東
金
市
や

３
月
５
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
に
つ
い
て
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

議
案
第
25
号
、
議
案
第
26
号
、
議
案
第
33
号
、

議
案
第
34
号
は
原
案
可
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
25
号

問　

な
ぜ
都
市
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
上
限
を
、
定
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

答　

競
技
場
等
の
施
設
の
あ
る
運
動
公
園
に
お

い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
国
際
基
準
に
対
応

す
る
改
修
を
行
う
こ
と
で
施
設
面
積
が
増
え
、

国
の
基
準
の
上
限
を
超
え
て
し
ま
う
等
の
事
例

が
あ
り
、
そ
の
上
限
の
率
を
自
治
体
の
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
議
案
第
26
号

問　

こ
の
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
市
の
負
担
は

増
え
る
の
か
。

答　

ガ
ス
使
用
量
に
応
じ
た
市
負
担
額
を
定
め

る
た
め
の
改
正
な
の
で
、
中
圧
供
給
の
場
合
、

使
用
量
は
増
え
る
た
め
、
結
果
的
に
市
負
担
額

は
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

●
議
案
第
33
号

問　

下
水
道
施
設
の
改
築
更
新
事
業
の
中
に
、

耐
用
年
数
を
超
え
て
い
な
い
設
備
も
含
ま
れ
る

の
か
。

答　

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
で
は
耐
用
年
数
を

超
え
た
も
の
だ
け
を
更
新
す
る
。
耐
用
年
数
を

超
え
て
い
な
い
設
備
は
、
今
回
の
事
業
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　

３
月
２
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
９

件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
に
つ
い

て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
22
号
か
ら
議
案
第
24
号
、

議
案
第
27
号
か
ら
議
案
第
32
号
は
原

案
可
決
。

　

請
願
第
１
号
は
採
択
。
陳
情
第
４

号
は
不
採
択
。
陳
情
第
1
号
は
取
下

げ
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
23
号

問　

国
保
会
計
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
、
改
正
に
よ
り
財
政
上
必
要
が

あ
れ
ば
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
。

答　

今
後
は
、
基
金
を
取
り
崩
す
た

無
駄
づ
か
い
は
許
さ
れ
な
い
が
、
こ

の
制
度
は
必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
１
日
に
開
催
し
た

委
員
会
で
は
、「
い
ま
選
挙
費
用
公

費
の
使
用
が
不
適
切
な
ら
ば
規
制
は

必
要
だ
が
、
そ
の
様
な
状
況
に
は
な

い
た
め
、
陳
情
に
は
賛
成
で
き
な

い
」、「
誰
で
も
立
候
補
で
き
る
制
度

は
必
要
で
あ
り
、
県
内
37
市
全
て
が

条
例
を
制
定
し
て
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
２
号

　
「
日
本
政
府
は
、
日
米
地
位
協
定

の
運
用
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
案
に
よ
り
適
切

に
運
用
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
、
最

善
で
は
な
い
か
」
と
の
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
本
国
内
で
の
米
軍
に

よ
る
航
空
機
事
故
が
多
す
ぎ
る
。
ま

た
、
思
い
や
り
予
算
な
ど
財
政
負
担

も
大
き
い
。
協
定
の
見
直
し
を
求
め

よ
う
と
す
る
根
拠
は
第
７
期
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
料
を
見
込
ん
だ
中
で
、

必
要
な
料
金
を
算
出
し
た
。

●
議
案
第
29
号

問　

条
例
改
正
に
よ
る
本
市
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

市
内
施
設
に
入
所
さ
れ
る
方
の

保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
は
本
市
で
徴

収
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
後
は
元
々

の
住
所
地
の
自
治
体
が
保
険
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
で
は
徴

収
す
る
必
要
が
無
く
な
る
。

●
議
案
第
31
号

問　

障
害
福
祉
制
度
の
相
談
機
関
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
機
関
で
、

市
内
に
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答　

障
害
者
の
指
定
特
定
相
談
支
援

事
業
所
と
い
う
こ
と
で
、
障
害
認
定

の
相
談
機
関
で
あ
り
、
市
内
に
５
カ

所
あ
る
。

主
な
意
見

●
請
願
第
１
号

　
「
県
内
で
助
成
し
て
い
る
自
治
体

る
陳
情
に
は
賛
成
」
と
の
賛
成
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
３
号

　
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
も
築
山
も
、

一
長
一
短
が
あ
る
が
、
地
元
住
民
の

要
望
も
あ
り
築
山
と
な
っ
た
。
こ
れ

以
上
の
議
論
は
必
要
な
い
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

も
あ
る
中
、
意
見
書
を
県
に
上
げ
な

い
の
は
、
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
４
号

　
「
前
回
の
本
市
議
会
で
の
議
決
を

覆
す
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
審
査

に
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
、
陳
情
に

は
反
対
」
な
ど
反
対
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
「
前
回
の
委
員
会
で
は
、
政

府
が
ど
の
よ
う
な
受
動
喫
煙
の
法
案

を
出
す
の
か
分
か
ら
な
い
中
で
の
議

論
だ
っ
た
」
な
ど
賛
成
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

国
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
条
例
上
の
基

準
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
。

ま
た
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
が

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
関
と

し
て
、
障
害
福
祉
制
度
の
相
談
機
関
を
追

加
す
る
条
例
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
指
定
権
限
が
市
に
移
譲
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
基
準
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
。

公
共
下

水
道
施
設

の
第
２
期

改
築
更
新

事
業
を
実

施
し
よ
う

と
す
る
も

の
。契

約
方
法　

随
意
契
約

契
約
金
額　

９
億
９
千
３
百
万
円

契
約
相
手
方　

日
本
下
水
道
事
業
団

契
約
期
間　

平
成
30
年
度
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
32
年
度
ま
で

議
案
第
32
号

議
案
第
33
号

議
案
第
34
号

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

副
委
員
長
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
花
　
澤
　
房
　
義

（
欠
席
）

委
　
　
員
　
山
　
田
　
繁
　
子

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

宅
地
開
発
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
市
に

帰
属
さ
れ
た
新
設
道
路
を
、
市
道
と
認
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

秋
葉
芳
秀
氏
、
今
井
洋
一
氏
が
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

次
の
と
お
り
議
員
発
議
に
よ
る
提
案
が

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

〇
発
議
案
第
１
号　

精
神
障
害
者
も
千
葉

県
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
35
号　

議
案
第
36
号

議
員
発
議

議
案
第
31
号

市浄化センター


